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「長生きを喜べる社会」の実現

多治見地区中日新聞販売店会
 恵那地区中日新聞販売店会

しんぶん君©

新聞販売店の地域貢献プロジェクトから生まれる
お困りごとを解決する『地域共創プラットホーム』

地域の多様な関係者で創る
地域医療連携の仕組み



『高齢者は若者の未来の姿』
高齢者が幸せでない社会は誰にとっても幸せな社会ではないだろう！

『長生きを喜べる社会』を創るために、
私たちは、新たな“まちづくり”を、新たなテクノロジーと、医療・福祉関係者
と、産・官・学・連携で、「相互扶助：共存共栄」の『自立できる地域医療連携』
の支援体制を目指します。
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中日新聞販売店/両藤舎
佐藤円一郎

地域の課題解決
一歩踏み出さないと変わらないから！

中日新聞（２０２５年９月14 中日春秋から）



私は、「長生きを喜べる社会」という言葉が好きです。
ICTでむすぶまちづくり研究所 顧問
国立長寿医療研究センタ― 名誉総長 大島伸一

この言葉は、小泉元首相が二期目の所信表明演説で使用された言葉です。
小泉首相は「長生きを喜べる社会」とはどんな社会なのか、その時もその後も詳しく触れることなく政
権を終え、私には不満でしたが、実際にはその答えは当時も今も誰も解っていないというのが正解で
しょう。

日本に生まれ育ち、そして老い死んでゆく、より多くの方が人生を終えるときに、いろいろあったが
「長生きしてよかった」と言えるような社会とはどんな社会なのか。

こんな思いを叶える事が出来る、新たな“まちづくり”を、新たなテクノロジーと、医療・福祉関係者と
の連携で、産・官・学を巻き込んで、地域ごとで「相互扶助：共存共栄」の自立できる支援体制をつくる
ことで、叶えられると思っています。 ※
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地方（地域）創生においては、誰もが安心して気軽に相談できる
「お困りごと窓口」をつくることが、有効な解決策だと考えます。

ICTでむすぶまちづくり研究所が考える
地域が医療・介護を支える仕組み
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病院の壁を越え、市民の皆さんの安心網を創る。

診察室では見えない日常の異変を、医療へ繋ぐ。

高齢化で、必要な医療支援を受ける事が難しい高齢者が増える中、病院の

壁を超えた、「地域全体で支援が必要な皆さんを支える仕組み」を創ります。

医療・看護・調剤を市内で完結させる、真の地域医療連携をいま医師会の

先生方と共に。



地域のむすびプロジェクト
地域医療連携 意見交換会

令和８年８月２０日
企画 株式会社両藤舎 佐藤社長

参加メンバー
両藤舎/佐藤社長、ひなたぼっこさと/上原社長、むすびGroup/三宅

国立長寿医療研究センター 大島名誉総長
多治見市医師会前会長 加納先生

  現会長 安藤先生
安藤先生の娘婿 大村さん

医師会の目標 市民は市内の病院で完結する体制を

加納先生 中京学院大学（設立準備会メンバー）

看護学部、経営学部を巻き込んだ、産官学連携の、地域支援体制の勉強会を開催

目的は？
・商品の配達から生まれる、お困りごとの聞取りを、地域関係者（協力事業者等）にツナゲル仕組み
・地域支援体制の構築〔アクティブシニア、資格も持った支援者（看護）、意欲ある若者〕
・それに伴う、調剤の配達
・介護・看護師等との連携の仕組み
・行政との連携で、民間の医療・介護の、保険外サービスの適正なルール化
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日々の生活の「ちょっとした困りごと」・・・
相談先が分らない皆さんが多いから、

「お困りごと相談窓口」を開設します。

お困りごとの「地産地消」
街の「困りごと」を、地元の「仕事」に変える！



協賛事業者が
「解決する」

中日新聞販売店

地域への貢献
ご参加いただいた

商工事業者
（新たな仕事が生れる）

×

令和８年４月21日
・ネットスーパーで買物難民を
無くす取組み （始まりました）

商品販売 商品配達
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日々の生活の
「お困りごと」 新聞販売店に

「集めて」

市民の皆さんと一緒に「お困りごと」を解決する仕組み

・ネットスーパーが利用できない
皆さんのために！
まごころ（ちょこっと）サポートで対応
 （※多治見市内は10月からの予定）

地域の皆さまと一緒に始める地域貢献事業
身近な、地域の課題解決から始めます。

地域密着型スーパー×新聞販売店の
「買い物難民を無くす」＋「地域の課題解決」モデル

（令和８年４月 多治見市内でスタート）

「お困りごとの地産地消」とは、地域住民が抱える日常生活の課題を、同じ地域に暮らす人材や資源を活用して
解決する地域密着型の相互扶助の仕組みです。



顔の見える関係者の皆さんの参加で生まれる
新常態（デファクトスタンダード）

支援が必要な皆さんを支える仕組み
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【デファクトスタンダード】をつくる
公的な機関ではなく、市場の競争や普及によって

「事実上の標準」となった規格や商品



新聞販売店 お寺さん ご近所さん

医療関係者

介護関係者

公的関係者

悪徳？事業者善良事業者

日々の生活の「困りごと」

信頼できる関係者から
提案を貰えば安心

私たち（新聞販売店）は
考えました。

支援が必要な皆さんへ

アプローチ

まごころちょこっとサポート
チケットの利用に付いては
別紙でご説明します。
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×〇

顔の見える関係者の皆さんの参加で
安心の支援体制



２、広域課題の
解決グループ

市民向け
生活支援サービス

官民連携モデル
（コミュニティ）

テクノロジーの活用

農福連携モデル
環境・防災など

地域医療連携

地域包括支援センター

社会福祉協議会

地
域
医
療
連
携

見
守
り
協
定

ICTむむすぶ
まちづくり研究所

新聞販売店事業
中日新聞販売店
株式会社両藤舎

事業サポート
むすびサポート
むすびGroup

お困りごと解決から生まれるビッグデータ
地方創生に必要な、３つの課題を解決します。

医師会

歯科医師会

薬剤師会

看護協会

１、新聞販売店の
地域支援グループ

ラストワンマイルの
ネットワークを生かした
お困りごと解決の窓口

・地域内で経済を回すしくみ
・買物難民解消（地域の課題解決）
・コミュニティの活性化
・住民参加型のまちづくり

３、地域の課題解決グループ
まちづくりNPO

地域支援組織（RMO）
「新聞販売店から

生活支援企業への転換」

メンバー（予定）
・大島名誉総長（長寿研）
・加納（多治見元医師会長）
・佐藤社長
・宮地（楽天元シニア・・
・上原社長
・小板社長
・緒方
・三宅

「医療・介護の常識を変える。
日常のバイタル＆生活動線
データが、未病・予防医療の次
世代キャッシュポイントになる。」

・訪問医療（オンライン診療）

・調剤（オンライン服薬指導）
・看護支援（ホームDEナース）
・生活インフラ（見守りサービス）
ガスのスマートメーター、HEMS
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３地域の課題解決グループ

まちづくりNPO
地域支援組織（RMO）



新聞販売店の強み 信頼のネットワークを活用
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中日新聞販売店×バロー×地域事業者
×行政・医師会・商工会議所×地域支援組織（RMO）

差別化のために必要な
社会的信用のある関係者で創る『地域共創プラットホーム』は！
地域の「困りごと」を解決する、循環型まちづくり・エコシステム

「地域共創プラットフォーム」とは、
産・官・学・連携で、デジタル技術を活用し、地域社会の課題解決と新たな価値創造を
目指す仕組みです。自治体、医療、企業、教育機関などがネットワークを構築し、住民の
意見収集や、ローカル産業の活性化をオンライン基盤上で推進する仕組み。



地域のむすびむすびプロジェクトは

●むすびGroupが考える地域創生プロジェクト
どこかのイチ組織が頑張るだけでは地域の課題解決は難しいと言われるから、新しい地域

のカタチを創ろうと集まった専門家集団が、行政区毎に地域の皆が参加できる、相互扶助の支
援体制（むすびサポート）をつくり活動を進めます。

● 「ICTでむすぶまちづくり研究所」は、安心・安全なまちづくりを推進するために、各分野
（医療・福祉・通信分野）の有識者でICT（センサーなど）の有効活用とDXの推進で相互扶助
（互酬）のまちづくりを進めます。

● 地域のむすびプロジェクトは、「ICTでむすぶまちづくり研究会」の行動指針を広めるために、
行政区ごとに展開する（まごころ（ちょこっと）サポート）を作って地域展開を進めます。

☞未来の子供たちを育てる・・・
あかるい未来の日本を創る

•NIE※（教育に新聞を）活動を通じて、

子供たちの社会への関心を高め、

課題解決に向けた行動力を育みます。
Ｌ ｌ ｌ

※NIEとは、学校等で新聞を教材として活用し、興味や関心の幅を広げる社会運動であり、教育手法である。

官民連携モデル
（コミュニティ）

テクノロジーの活用

市民向け
生活支援サービス

環境・防災など
（一次産業支援）

地域医療連携

むすびサポート（本部）は、
コミュニティ形成の場をつくって

多くの地域の多様な課題の解決を進めます

新聞は、
学習や思考の深化につながる

「むすびGroupは、持続 可能な開発目標（SDGs）を支援しています」
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お問い合わせ

まごころちょこっとサポート運営事務局

株式会社両藤舎

多治見市虎渓町1丁目31

0572-22-3500

むすびGroup

合同会社むすびdesign内

むすびサポート事務局

恵那市三郷町野井2106-2

070-4497-0111

循環型まちづくり・エコシステムで、
地域の「お困りごと」や 「ねむっている資源」を地域の仕事に変え、そこで生ま

れた売上の一部をさらに地域活動へ還元していく、公費に依存しない新しい            

地域づくりの仕組みです。 
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